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戦後から現在に至るまでの急速なモータリゼーションは、人々を交通渋滞、交通事故等の都市交通問題、

地球温暖化、大気汚染等の環境問題に直面させるなど、様々な問題も引き起こしており、本来基本的な交

通手段であるはずの徒歩が軽視されることも少なくなかった。 

 このような社会情勢の下、歩いて楽しい賑わいのある都心空間の創造は、都市が取り組むべき主要な課

題となっている。都心地区における歩行者の回遊行動特性の実態を把握することは、賑わいのある都心地

区の創出のために必要不可欠な計画情報である。 

そこで、本研究においては、京都市の歴史的都心地区を対象とし、地区における回遊行動の実態を把握

することを目的とする。 
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1. はじめに 

 

現在、わが国の多くの都市では、快適な歩行者空間づ

くりが行われつつある。本研究の対象地区である京都市

の歴史的都心地区においても、京都市の交通政策の基本

方針である「歩くまち京都」に基づいて、歩行者優先の

まちづくりが実現されようとしている。魅力的な歩行者

環境の整備は、来訪者の回遊性を向上させ、地区内での

滞在時間や立ち寄り施設数の増加などをもたらすと期待

されている。すなわち、街路空間を歩行者にとって魅力

的にすることは、地区全体の活性化につなげる方法とし

て有効であると考えられているわけである。 

 本研究で扱う京都市の歴史的都心地区においても、

「歩いて楽しいまちなか戦略」の主要施策として、2007

年10月に四条通におけるトランジットモール化を中心と

した社会実験1)2）が実施された。この社会実験に関して

は、多種類の調査が行われたが、街路運用改善が回遊行

動に与える影響については十分に分析されるには至って

いない。 

地区内における回遊性を向上させる多様な方法の中で、

トランジットモールの導入は有力な方法の一つと考えら

れる。トランジットモールに関しては、これまでに久保

田ら3)、阿部ら4)、川上ら5)、柳沢ら6)7)がそれぞれの対象

都市の社会実験結果に基づいて導入効果を分析している。

しかし、これらの多くは、地点ごとの歩行者交通量の増

加や意識を評価したものが多く、回遊行動の実態を分析

したものは少ない。一方、回遊行動に焦点を当てた研究

としては、齊藤ら8)9)、蔵方ら10)の研究がある。これらは

いずれもマルコフチェーンをベースとした精緻な分析手

法を採用している。前者は再開発に伴う回遊行動の変化

を予測するものであり、吸収マルコフ連鎖モデルに説明

変数を導入し消費者の回遊行動を予測している。後者は

フルモールにおける回遊性向上について論じている。 

本研究では、当該地区において2012年に改めて調査を

行い、回遊行動の実態を把握することとした。さらに、

当該地区では、週末に地区を取囲む幹線道路において

図 1  対象地区の概略図 6 )  
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100円循環バスが運行されている。このため、本研究で

は、歩行のみで移動する来街者だけでなく、100円バス

を利用する来街者の回遊行動も分析対象とする。 

 

 

2. 京都市の歴史的都心地区の概要 

 

(1) 対象地区 

本研究では京都市の歴史的都心地区の一部（南西エリ

ア）を対象とする。歴史的都心地区は、御池、河原町、

四条、烏丸通に囲まれたエリアであり、古くから京都市

の商業、金融、娯楽の中心である。図-1に研究対象地区

を示す。当該地区は御池通、河原町通、四条通、および

烏丸通に囲まれた東西が約880m、南北が約790mの地区

であり、歴史的都心地区の中でも、特に繁華なエリアで

ある。 

 京都市は「環境モデル都市」に選定されており、自動

車交通に頼らない歩行者優先のまちづくりが進められて

いる。対象地区ではトランジットモール化も含めた面的

な歩行空間整備である「歩いて楽しいまちなか戦略」社

会実験が2007年に行われるなど、現実的な方針として歩

行者優先のまちづくりが目指されている。    

また、先にも述べたように、当該地区には循環バスが

運行されており、歩行者は回遊行動中にバスを利用する

ことができるので、多様な回遊行動パターンが考えられ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 研究対象とする歴史的都心地区 

 

(2) 100円循環バス 

 京都市では都心における交通手段としてバス、鉄道が

整備されているが、都心での諸活動や回遊行動を支援す

るために、歴史的都心地区には京都市交通局が運営する

「100円循環バス」が導入されている。2000年4月1日よ

り運行されており、この100円循環バスの導入によって、

来街者の回遊可能性を高めている。100円循環バスの路

線図を図-2に示す。当バスは土日祝日のみの運行となっ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ており、京都市役所前を11時00分に発し、17時50分発ま

で10分間隔で運行している。なお、現在は左回りのみの

運行となっている。 

 

 

3. 来訪者の地区内回遊行動の実態 

   

(1) 調査概要 

 調査は、対象地区内において、アンケート票を街頭

で配布し、郵送で回収する街頭配布・郵送回収の方法で

行った。 

設問内容は、来訪者の基本的な属性に加え、対象地区

内の立ち寄り施設、歩行経路、予定滞在時間、実際の滞

在時間である。アンケート票は2012年2月11日(土)、12

日(日)に実施した。調査時刻帯は、買物や娯楽など、回

遊行動が発生しやすい目的での来訪者が多いと思われる

11時から17時とした。配布は、多様な来訪者から回答を

得るために、地区内の10ヵ所に調査員を配置して行った。

各地点で約200部ずつ、計2000部の配布を行い、618部を

回収することができた（回収率30.9%）。 

 

(2) 被験者の属性 

 被験者の属性である性別、年齢、職業、および来訪目

的、来訪人数、来訪手段を図-3に整理した。性別では男

性がやや多いが、年齢に関してはバランスのよいサンプ

ルとなっている。来訪目的に関しては 60%が買物が主目

的であり、これに娯楽を加えると 75%となる。続いて観

光と飲食もそれぞれ約 10%である。同行者数は 2人が最

も多く 48%、1 人が 35%となっている。利用交通手段に

関しては、電車 46％、バス 15％、マイカー12％であり、

徒歩のみも 19％であって、種々の利用手段で来街して

いる人々の行動特性や意識が把握できるものと考えられ

る。 

 

図-2 100円循環バスの路線図 
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図-3 被験者の属性 

 

(3) 来訪者の予定滞在時間及び実際の滞在時間 

 来訪者の滞在時間について述べる。ここで、滞在時間

とは、来訪者が地区内の交通結節点に到着した時刻から、

回遊行動を経て、帰宅するために交通結節点を出発する

時刻までを指す。このため、徒歩のみによる来訪者につ

いては算出していない。 

被験者全体の平均滞在時間は 3 時間 57 分であった。

性別に関しては、女性の方が滞在時間が多少長くなって

いる。年齢別にみると、20 代の滞在時間が最も長く、

30 代が続いている。20 代未満、40 代～60 代は平均的で

あり、70代以上になると滞在時間は急激に短くなる。 

利用交通手段別に滞在時間を比較すると、自家用車や

自転車などの私的交通利用者に比べ、公共交通利用者の

滞在時間が長くなる傾向があり、私的交通利用者の滞在

時間は、全て平均を下回っていることが確認できる。自

家用車や二輪車などの私的交通利用者は、時間による課

金の駐車システムを意識しながら目的の立ち寄り施設を

満たすために回遊行動を行っているのではないかと推察

される。 

 次に、来訪者が当初予定していた滞在時間と実際の滞

在時間の比較を図-5に示す。来街手段が二輪車車の場合

には、予定滞在時間と実滞在時間がほぼ等しいが、他の

場合には、いずれも実滞在時間が予定滞在時間を上回る

結果となっている。特に年代別にみると、20 代におい

てその差は顕著であり、実滞在時間がおよそ 30 分程上

回る結果となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 属性ごとの平均実滞在時間 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 予定滞在時間と実滞在時間の比較 

 

(4) 来訪者の立寄り施設および回遊行動範囲 

属性別の立寄り施設数と、施設種類別の立寄り回数を

図-6と図-7に示す。 

年齢別にみると、20 代未満は立寄り施設数が少ない

が、20代から 50代は立寄り施設数が多く 3を超えてい

る。60 代以上になるとこの値は漸減している。これは、

滞在時間と同じ傾向であり、20 代から 50 代までは滞在

時間が長く、訪問施設も多いわけであって、回遊行動を

積極的に行っていることが分かる。年齢別にみた訪問施

設の詳細を表-1に示す。 

 利用交通手段別では、私的交通全般と公共交通全般で

大きな差異は見られない。滞在時間とは異なり、交通手

段による差異は大きくない。利用交通手段は立寄り施設

数にあまり影響しないようである。 

 来訪者が回遊行動中に訪れた区域を図-8に示す。ここ

では、便宜的に 6つのブロックに区分して行動を記録し

た。なお、同一被験者が連続して、同ブロック内の異な

る施設に立ち寄った場合も、別の回遊行動として捉えて

いる。図-8の円の大きさは、立ち寄り回数の大きさを示

している。ブロックごとに見ると、南東部、南中部、北

東部を中心に回遊行動が展開されているのが読み取れる。

すなわち、河原町通を中心とする東部区域一帯が、対象

地区内の回遊行動の中心を担っていることが確認できる。

また、これらの地域に連なっている新京極通および寺町

通の北側、三条通での立寄り行動も多くなっている。一

方、西部区域は、東部区域に比べると回遊行動はやや少

ないようである。 
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図-6 属性ごとの来訪者の平均立ち寄り施設数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-7 施設種類別の立ち寄り回数 

 

表-1 年齢別にみた訪問施設の詳細 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-8回遊行動の拡がり 

 

 

4．100円循環バス利用者の回遊行動特性 

 

 当該地区における回遊行動の大部分は徒歩によって行

われるが、来街者が多い週末等（土日曜および祝日）に

は 100円循環バスが運行されている。このため、来訪者

が回遊行動中の移動手段の一つとしてこのバスを利用す

る場合も考えられる。そこで本章では、100 円バス利用

者と非利用者によって、地区内の回遊行動にどのような

差異が生じているかを調べることにしたい。 

 

(1) 100円循環バスの利用状況 

 アンケート調査によれば、100 円バスを利用した来街

者は全体の 2.9％（618 サンプル中 18 サンプル）に留ま

っている。このため、サンプル数は十分ではないが、地

区内で回遊行動を行っている来街者を無作為に抽出して

得たデータであるから、100 円バス利用者と非利用者を

比較することはある程度可能であろう。 

 100円バス利用者は、20代が 1名、30代が 2名、40代

が 1名、50代が 4名、60代が 6名、70代が 4名であって、

中高年の利用者が多い。また、100 円バス利用者の特徴

として、16 名（89％）の出発地が京都市内であったこ

とが挙げられる。100 円循環バスは京都市民には認知さ

れているものの、市民以外の認知度はかなり低いのでは

ないかと思われる。 

 

(2) バス利用者と非利用者の回遊行動の比較 

 ここでは、100 円循環バスを利用した被験者と利用し

なかった被験者の回遊行動特性の違いについて具体的に

比較する。図-9と図-10に、100円バス利用者と非利用者

別に滞在時間と立寄り施設数を示す。なお、年齢が 20

代未満と 80 代以上、および来訪手段別では自家用車、

二輪車、阪急、京阪、タクシーでの来街者からは 100円

バスを利用したサンプルが得られなかった。 

なお、サンプル数の関係から、年代に関しては、40

代未満、40 代以上 60 代未満、60代以上に区分し、来訪

手段は徒歩、地下鉄、バスとした。 

 図-9 より、100 円循環バスの利用者の滞在時間は、利

用しない来街者よりも短い傾向にあることがわかる。立

ち寄り施設数についても、100 円バスの利用者の方が少

ないように思われる。 

 さらに、バス利用者がバスを利用せずに歩いた場合と

の時間の差異についても検討を行った。なおここでは、

細街路などの抜け道を考慮するのではなく、あくまでバ

スの運行ルートと同じルートを歩くものとして扱った。

歩行時間についてはゼンリン電子住宅地図（2008 年発

行）で示される距離と、歩行者の平均歩行速度（時速

4.8km）に基づき算出した。一方でバスに関しては、100

円循環バスの時刻表に基づき乗車時間を算出した。その

結果、いずれのサンプルの差異についても 10 分以内に

収まったが、歩行を選択する場合よりバスを使用した場

合の方が所要時間は短くなる傾向であった。 
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立ち寄り回数 立ち寄り率 立ち寄り回数 立ち寄り率 立ち寄り回数 立ち寄り率 立ち寄り回数 立ち寄り率

百貨店 ・ 大型複合施設 11 35% 118 37% 112 36% 119 29%

小売店 8 26% 95 30% 88 29% 142 35%

飲食店全般 6 19% 69 22% 65 21% 79 19%
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百貨店 ・ 大型複合施設 136 31% 109 31% 37 37% 12 50%

その他の小売店舗 147 33% 100 28% 25 25% 4 17%

飲食店全般 87 20% 80 23% 17 17% 4 17%

サービス系店舗全般 22 5% 15 4% 7 7% 2 8%

その他 31 7% 45 13% 8 8% 1 4%

不明 21 5% 6 2% 5 5% 1 4%
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図-9 滞在時間の比較 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-10 平均立寄り施設数の比較 

 

 

(3) 立ち寄り地区の把握とバスの選好性 

回遊行動中に 100円循環バスの利用者の立ち寄り地区

は図-11 のようになった。図-11 に示すように、バス停留

所付近の大型百貨店への立ち寄りが目立ったが、地区内

に流入し回遊行動を行っていることも読み取れる。   

また、バス利用者がどのようなことに意識を置いてバ

スを利用しているかを問うた結果が図-12 である。この

結果、バス停留所が近くにあったという理由が最も多か

ったが、目的地へ早く着ける、離れた施設への移動が容

易であるといったような利便性に関する回答も多く寄せ

られた。また図-13 より、来訪者の歩行に際しての選好

性を問う質問では、目的地への速達性を重視する項目が

多く選択されていることが読み取れる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-11 バス利用者の回遊行動の拡がり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-12 バス利用に関する選好性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-13 来訪者の街路選択の選好性 

 

 

 

5. まとめ 

 

 本研究では、歩行者回遊行動に関する調査によって、

対象地区内である京都歴史的都心地区における回遊行動

の実態の把握を試みた。 

その結果、性別では、女性は男性より地区内に長時間

滞在し、多くの施設に立ち寄ることが明らかになった。

また、年代別では、若い世代ほど、長時間にわたり対象

地区内に滞在し、多くの施設に立ち寄る傾向が示された。

利用交通手段別では、立ち寄り施設数には大きな差異は

見られなかった。しかしながら、滞在時間については私

的交通が公共交通を大きく下回る結果となった。また、

ブロック別にみた立ち寄り施設数ではでは、南東部ブロ

ックに存在する大型商業施設や、その他の施設が多くの

集客力を示し、この地区が回遊行動の中心を担っている

ことが明らかとなった。 

 バス利用者と非利用者との比較では、滞在時間、立ち

寄り施設数の両方においてバス利用者の方が下回る傾向

にあった。もっとも、100 円バスが回遊行動に与える影

響に関しては、本研究で用いたデータをさらに詳しく分

析することが必要である。なお、回遊行動の拡がりに注

目すると、100 円循環バスの利用者においても、バス路

線近傍だけでなく、地区内部への流入が多いことは注目

すべきであろう。 
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 また、本研究においては地区内の滞在時間を把握する

際に、各立ち寄り施設内での滞在時間の把握を行えてい

ないなどの課題が残る。そこで今後は、各施設内での滞

在時間の把握や、歩行距離による比較、さらには 100円

循環バスに関するデータを用いて、より詳細な分析を行

っていきたい。 
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